リサイクルすること
オーストラリアのリサイクルのし方より、日本のリサイクルのし方のほうがふくざつだと思います。たいてい、オーストラリアの家には一つだけのリサイクルごみばこがありますね。このごみばこに　アルミカン　や　ガラスビン　や　新聞紙　や　ペットボットルなどの使ったもの　を　入れます。
でも、日本のリサイクルのEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ほうほう),方法)はちょっとちがいます。　一つは、日本でリサイクルできるごみを　わけるのは　ひつようです。  リサイクルのために、コンビニの前にあるごみばこ　は　とくべつな　ペットボットル　と　紙　と　かん・ビンというごみばこがあります。べつの色でわかりやすいです。ただしいごみばこを使うのはとても大切です。          
そして、日本には一つのごみの日だけでなく、べつのごみはべつの日にあつめます。たとえば、あるところに月曜日はふつうのかていごみで、水曜日はペットボトルで、毎月の一番目の金曜日は紙の日です。日本とくらべて、オーストラリアのリサイクルのし方は簡単でしょう。

もう一つリサイクルのやり方があります。いらないものがある時、色々　環境にいいことができます。たとえば、EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふる),古)いEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふく),服)があったら、リサイクルショップでEQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(う),売)ったり、チャリティにあげたりするべきです。そうすると、いらないものをむだにしないです。
単語（たんご）　
わける　to separate
EQ \* jc2 \* "Font:MS Mincho" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ほうほう),方法)　method

かてい　household

